
わがまちゆかりの

偉人伝

〔1884－1968〕

黒田チカ

チカの兄・吉村 吉郎が1897年に設
立。現社屋は昭和初期の洋風モダ
ン建築で、2005年に佐賀市都市景
観賞を受賞。近くの中央大通りには
チカの等身大モニュメントも立つ。

佐星醤油

チカの墓がある寺。
大運寺

く ろ だ

ゆかりの場所
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わがまちゆかりの

偉人伝

佐賀市伊勢町場　所

困
難
な
時
代
に
道
を
開
い
た〝
リ
ケ
ジ
ョ
〞の
先
駆
者

　
黒
田
チ
カ
は
日
本
初
の
女
性
化
学
者
で
す
。

女
性
の
社
会
的
地
位
や
権
利
が
ほ
と
ん
ど
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に「
初
の
女
子
帝

大
生
」「
女
性
初
の
理
学
士
」と
注
目
さ
れ
、多

く
の
功
績
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
佐
賀
市
松
原
に
生
ま
れ
、「
こ
れ
か
ら
は
女

子
に
も
学
問
が
必
要
で
あ
る
」と
先
進
的
な
意

見
を
持
つ
父
の
も
と
に
育
ち
、佐
賀
師
範
学
校

や
女
子
高
等
師
範
学
校（
現
お
茶
の
水
女
子

大
）で
学
び
ま
す
。1
9
1
3
年
、東
北
帝
国
大

学（
現
東
北
大
）が
帝
国
大
学
で
初
め
て
女
性

に
門
戸
を
開
く
と
、難
関
を
突
破
し
29
歳
で
入

学
。「
日
本
開
闢
以
来
初
」と
報
じ
ら
れ
、排
斥

運
動
も
あ
っ
た
中
で
勉
学
に
励
み
、生
涯
取
り

組
む
こ
と
に
な
る
天
然
色
素
の
研
究
に
出
合

い
ま
す
。

　
大
学
受
験
の
際
の
恩
師
長
井
長
義
博
士
の

「
化
学
は
物
質
を
対
象
に
し
て
い
る
か
ら
、物

質
に
親
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
の
教
え

を
心
の
支
え
に
し
て
、そ
れ
ま
で
成
し
遂
げ
ら

れ
な
か
っ
た

紫
根
の
色
素

の
結
晶
化
に

成
功
し
ま
す
。

　「
ど
ん
な
に

難
し
い
こ
と

も
悲
観
せ
ず
、

困
難
に
あ
え
ば

あ
う
だ
け
張
り

合
い
が
あ
る
。

ま
す
ま
す
勇
気

と
真
心
と
で
向

か
う
の
が
最
善

の
道
で
あ
る
こ
と
は
、科
学
に
限
ら
ず
、す
べ

て
に
通
じ
る
も
の
」と
の
想
い
で
限
り
な
い
努

力
を
続
け
ま
し
た
。

　
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
2
年
間

留
学
後
、女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
を
務
め
な

が
ら
理
化
学
研
究
所
で
研
究
に
励
み
、1
9
2

9
年
、紅
花
の
色
素
構
造
研
究
が
認
め
ら
れ
、

日
本
で
2
人
目
、化
学
分
野
で
は
初
の
女
性
理

学
博
士
に
。戦
後
も
教
壇
に
立
ち
な
が
ら
、タ

マ
ネ
ギ
の
皮
に
含
ま
れ
る
ケ
ル
セ
チ
ン
を
高

血
圧
治
療
薬
の
市
販
へ
つ
な
げ
る
研
究
も
行

い
ま
し
た
。

　
温
和
な
人
柄
で
真
摯
に
研
究
に
取
り
組
む

姿
勢
が
尊
敬
を
集
め
た
チ
カ
。天
然
色
素
研
究

の
実
験
ノ
ー
ト
や
標
本
な
ど
は
日
本
化
学
会

に「
化
学
遺
産
」と
認
定
さ
れ
、東
北
大
で
は

「
黒
田
チ
カ
賞
」、お
茶
の
水
女
子
大
は「
保
井
・

黒
田
奨
学
基
金
」を
設
け
若
い
女
性
研
究
者
を

支
援
し
て
、そ
の
軌
跡
は
自
然
科
学
を
志
す
女

性
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
協
力
・
佐
賀
新
聞
社
）

さ　ぼし

か
い
び
ゃ
く

（お茶の水女子大学所蔵）

佐賀市唐人１丁目場　所

教鞭をとるチカ。68歳から
11年間、お茶の水女子大学
の名誉教授を勤めた。

「紅の博士」と呼ばれる
日本初の女性化学者

べに

色素の研究は、紫根に始まり、
紅、つゆくさの青い花、ナスの
皮、黒豆の皮、シソの葉、ウニの
とげ、と多岐に及んだ。

しこん

中央橋近くに
あります。

人　口

世帯数
男：385,698人 女：429,083人
814,781人（前月比383人減）

312,745世帯（前月比179世帯増）

佐賀県の推計人口
令和元年７月１日現在

県立文化施設 イベントスケジュール
施設名 9 月 10 月上旬

九州陶磁
文化館
☎0955（43）3681
（有田町）

休館日

博物館
美術館
☎0952（24）3947
（佐賀市）

佐賀城本丸
歴史館
☎0952（41）7550
（佐賀市）

名護屋城
博物館
☎0955（82）4906
（唐津市）

テーマ展 「名護屋城と配陣図」

10/4（金）～11/17（日）

新収蔵品展１ 寄贈記念
 「今泉吉郎・吉博コレクション」

10/5（土）～11/24（日）

9/15（日） 13：30～15：00

なごや歴史講座
「朝鮮通信使の来日と交流」
※要資料代

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日）。佐賀城本丸歴史館は、無休。
図書館は、9月25日（水）休館 ※毎月最終水曜日
公文書館は毎週月曜日

宇宙科学館
☎0954（20）1666
（武雄市）
※要観覧料

9/14（土）～11/10（日）

サガテレビ開局50周年記念展 
「超写実展  リアルを超えた絵画」

10/14（祝・月）まで

寄贈記念展 「高取家コレクション」

歴史館ゼミナール（第180回）
「佐賀藩反射炉の実用化と改良」
講師／前田達男 氏（元佐賀市世界遺産調査室長）

9/21（土） 13：30～15：00

川端玉章
《夏景山水図額》

朝鮮通信使行列絵巻（部分）
名護屋城博物館蔵

PPP TOKOLO PATTERN TILE
野老朝雄（2019年制作）

9/7（土）13：30～16：00
子ども着付体験

9/14（土）13：00～15：30
宇宙の日講演会2019 「宇宙学校・たけお」

天体観望会
※毎週土曜日 20：00～21：30（受付は21：00まで）

※入場無料　※晴れた日のみ開催

特別企画 ［有田×野老］展
［ARITA×TOKOLO］EXHIBITION

9/20（金）～11/24（日）

※要観覧料

※要事前申し込み

さがスポ インフォメーション

日本男子ハンドボールリーグ  佐賀開催
トヨタ紡織九州レッドトルネード

場所／神埼中央公園体育館
9月7日［土］  15：00～   VS 湧永製薬
9月21日［土］  14：00～ VS トヨタ自動車東日本

場所／諸富文化体育館
9月28日［土］  17：00～
9月29日［日］  14：00～ VS 東京サンレーヴス

ホーム開幕戦！

佐賀を代表するトップチームの試合を紹介！

スポーツ課　☎0952（25）7334
詳しくは 

男子バスケットボールB3リーグ  佐賀開催
佐賀BALLOONERS

サガン鳥栖 検索

佐賀県プロサッカー振興協議会
☎0942（81）5290

詳しくは 

場所／駅前不動産スタジアム

9月28日［土］  14：00～   VS 浦和レッズ

Jリーグホームゲーム
サガン鳥栖

集合場所　田代公園北側駐車場

と　き　10月6日（日） 10：00～14：00
　　　　（受付 9：30～10：00）

ところ　田代公園（鳥栖市柚比町）

10月17日～23日は「薬
と健康の週間」です。身
近に親しまれている薬
用植物の名前、見分け
方、効能などについて、
自然とふれあいながら
学ぶことができます。

第59回 自然と薬草に親しむ集い

秋の認定酒 お披露目会
今秋、認定された2019年秋の「The SAGA認定酒」
が試飲できます。

と　き　9月21日（土） 14：30～16：00

ところ　佐賀市内

※ご来場の際は公共交通機関を利用してください
※20歳未満の方は参加できません

定　員　100名　※申込不要

薬務課  ☎0952（25）7483 流通・貿易課  ☎0952（25）7252

佐賀県では、県産の原料を100％使用した日
本酒や焼酎を「The SAGA認定酒」として認定
しています。このマークが目印です。

▶

詳細は開催日近くに県ホーム
ページでお知らせします
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詳しくは 詳しくは

催しもの


